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─論文が「Nature」に掲載されましたが、

どんなご研究をされたのか教えて下さい。

メダカのオスを決定づける遺伝子発見

─メダカに着目された理由をお聞かせ下さい。

日本列島に古来から生息するメダカ

─メダカのオス・メスは、どのようにして

決まると考えられてきたのでしょうか。

オス・メスを決めるポイントはＹ染色体
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掲載されたイギリスの科学誌
「Nature」vol.417.no.6888.
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●インタビューを終えて
以前にゴキブリのフェロモ

ンを研究しているＭ先生と対
談したときは、「そんなにゴ
キブリが好きなのですか」と
いう質問をとうとうできなか
ったし、ズワイガニの筋組織
を研究しているＡ先生を訪ね
た際も、「毎日カニが食べれ
ていいですね」と言う勇気が
なく後悔した。今回はストレ
ートに「メダカに愛情がある
んですね」と聞くことができ
て良かった。
新潟で採集されたメダカが

世界的な研究に役立った経緯
を、くわしく教えて頂きじつ
に楽しいひとときであった。
シャルガフの『ヘラクレイ

トスの火』に登場する生物学
者は、ムカデの足を研究して
いたのだが、この種の労多き
地道な研究が、人の心をゆさ
ぶる感動ものなのか、それと
もユーモアなのかは紙一重の
差しかないのかもしれない。
濱口先生も酒泉先生も卓越

した実験研究者であると同時
に、洒脱なユーモアの持ち主
でもある。そういう意味で、
このたびの輝かしい性決定遺
伝子発見の快挙は、両先生の
《創造的ユーモア》が遺憾な
く発揮されたからこそ、なし
遂げられたようにも思う。

（人文学部　井山弘幸）
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─メダカの性決定遺伝子発見の研究を具体

的に教えて下さい。

ＸとＹの違いを見えるカタチであぶり出し
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新潟大学理学部屋上での
メダカの飼育風景


